
手 言

わ

吟
道
廿
五
周
年
岳
精
流
大
会
雑
感

副
会
長
　
磯
田
　
真
風

「吟
友
に
感
謝
」

会
員
の
皆
々
様
本
当
に
ご
苦
労
様
．

楽
し
い
そ
し
て
忙
し
い

一
日
で
し
た
。

「
コ
ン
ク
ー
ル
係
」
「自
主
企
画
番
組
出

演
」

「合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
出
吟
」
等
々

気
を
休
め
る
暇
も
な
く

一
日
が
終
わ
り
、

最
後
の
ジ
ョ
ン
万
次
郎
で
の
盛
大
な
打

上
げ
会
と
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

「流
石
千
代
田
岳
精
会
」

こ
の
大
会
は
、
八
教
場
の
会
員
の
団

岳 精 流 日本 吟 院

結
の
証
の
発
表
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

自
主
企
画
番
組

「赤
穂
義
士
外
伝
俵

星
玄
蕃
」
の
諸
準
備
万
端
、
嬉
々
と
し

て
夫
々
の
役
割
を
果
た
し
た
諸
大
兄
姉
。

大
会
会
場
の
盛
り
上
が
り
、
圧
巻
で

し
た
。
千
代
田
の
知
名
度
は
更
に
Ｕ
Ｐ
。

林
　
筑
山
の
三
波
春
夫
の
歌
謡
浪
曲
、

加
藤
錬
山
の
俵
星
玄
蕃
の
剣
舞
、
飯
田

社
中
の
合
唱
、
女
子
合
吟

「風
さ
そ
う

。
こ

。
そ
れ
を
支
え
て
下
さ

っ
た
黒
子

役
等
々
は
千
代
回
の
多
才
振
り
を
全
国

に
鳴
り
響
か
せ
た
催
し
で
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
係
も
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使

正
確
と
ス
ピ
ー
ド
Ｕ
Ｐ
。
成
績
発
表
も

諸
準
備
万
端
手
際
良
く
滞
り
な
く
終
了
。

本
当
に
ご
苦
労
で
あ
り
ま
し
た
。

「更
に

一
致
団
結
」

今
大
会
の
最
大
の
収
穫
は
、
会
員
全

員
が

一
つ
心
に
纏
ま

っ
た
事
だ
と
思
い

ま
す
。
私
達
は
過
去
を
語
る
暇
は
あ
り

ま
せ
ん
。　
一
日
々
々
を
充
実
さ
せ
、
そ

の
延
長
線
に
未
来
を
見

つ
め
ま
し
ょ
う
。

お
互
い
に
健
康
に
留
意
、
吟
楽
人
生

を
謹
歌
し
ま
せ
ん
か
。
祈
　
ザ
一
健
吟
！

役
柄

・
役
割
の
人
、
映
画
や
演
劇
の
主

要
な
人
物
、
役
を
演
ず
る
主
演
者
を
指

す
。
こ
れ
に
対
し
て

「脇
役
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
主
役
を
助
け
て
副
次
的
な
役

割
を
つ
と
め
る
役
、　
一
般
に
表
面
に
は

出
な
い
補
佐
役
を
指
す
。
だ
が

「駕
籠

に
乗
る
人
、
担
ぐ
人
、
そ
の
又
草
軽
を

作
る
人
」
と
い
う
諺
が
あ
る
。
人
に
は

差
が
あ

っ
て
も
、
人
と
人
と
の
社
会
的

な
繋
が
り
を
示
し
、　
一
体
と
し
て
物
事

は
進
ん
で
い
る
事
を
指
し
て
い
る
。

大
会
準
備
委
員
会
の
は
じ
め
、
宗
家

は
こ
う
言
わ
れ
た

「受
付
係
、
会
場
係
、

接
待
係
等
々
役
割
分
担
は
幾

つ
か
に
分

か
れ
て
い
る
が
、
夫
々
の
役
割
は
体
の

各
部
位
と
同
じ
で
、
皆
大
切
で
重
要
、

大
小
、
機
能
は
異
な

っ
て
も
、
ど
の
部

位
が
悪
く
て
も
、
身
体
全
体
が
麻
痺
し

て
機
能
し
な
い
。
連
繋
を
よ
く
し
て
、

立
派
な
大
会
に
し
て
下
さ
い
」
。

か
く
し
て
大
会
の
幕
は
揚
が

っ
た
。

全
員
主
役
の
大
会
は
、
緊
張
と
興
奮

の
中
に
進
ん
だ
。
千
代
田
の
満
場
を
圧

す
る
百
廿
余
名
の
大
合
吟
、
合
吟

コ
ン

ク
ー
ル
の

一
体
感
、

コ
ン
ク
ー
ル
係
と

し
て
、
審
査
か
ら
表
彰
式
ま
で
の
流
れ

る
よ
う
な

一
貫
し
た
正
確
、
迅
速
、
明

朗
性
、
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
幕
間
に
し

て
、
隠
し
メ
イ
ン
と
も
い
う
べ
き
、
千

代
日
の
赤
穂
義
士
外
伝

「
俵
星
玄
蕃
」

は
。
そ
の
名
唱
と
熱
演
に
万
雷
の
拍
手

と
喝
采
を
浴
び
、
う
ち
続
く
詩
吟
の
中

に
、
鮮
や
か
な
彩
り
を
添
え
る
こ
と
が

出
来
た
。
全
員
主
役
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

全

員

主

役

春
真
盛
り
の
四
月
甘

一
日
、
輝
く
創

流
甘
五
周
年
岳
精
流
全
国
吟
道
大
会
が

目
出
度
く
終
了
し
ま
し
た
。
お
互
い
に

大
変
楽
し
か

っ
た
。
忙
ｔ
か

っ
た
。
そ

し
て
今
や

一
安
堵
と
い
う
処
で
あ
る
。

千
代
田
は
百
甘
七
名
参
加
と
い
う
最

大
グ
ル
ー
プ
で
あ

っ
た
だ
け
に
、
岳
精

流
に
千
代
田
あ
り
と
、
自
主
企
画
番
組

を
含
め
て
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

の
役
を
十
分
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
大
会
を
時
系
列
で
振
返

っ
て
見
よ
う
。
年
末
に
大
会
の
具
体
的

発
表
、
新
春
に
は
千
代
田

へ
の
役
割
分

担
の
指
示
、
併
せ
て
自
主
企
画
番
組
の

企
画

―
実
行
依
頼
、
本
部
で
の
２
度
の

大
会
準
備
委
員
会

へ
の
各
役
員
の
出
席

と
着
々
進
展
し
て
行

っ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
千
代
田
と
し
て
は
、
先
ず
は
全
員

会
長
　
飯
田
　
菫
鷹

合
吟
に

「舟
中
子
規
を
聞
く
」
選
定
。

次
は
コ
ン
ク
ー
ル
出
吟
女
性
十
人
の

人
選
と

「晃
獅
衡
を
奥
す
一
選
定

⌒指
導

岩
崎
泰
風
）
極
め
付
け
は
自
主
企
画
番

組

「俵
星
玄
蕃
〓
総
括
磯
田
真
風
）
一

そ
し
て
最
後
に
大
会
の
役
割
―
コ
ン

ク
ー
ル
係

（表
彰
司
会
吉
川
鍾
風
）
の

人
選

へ
と
推
移
し
た
。
準
備
期
間
三
ヵ

月
半
、
夫
々
に
チ
ー
ム
を
組
み
、
ま
さ

に
全
員
主
役
の
心
で
取
り
組
ん
だ
。
就

中

「俵
星
玄
蕃
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

英
知
と
体
力
を
極
倒
し
た
闘
い
で
あ

っ

た
。
こ
れ
に
伴
う
各
教
場
の
大
会
参
加

者
の
ま
と
め
等
、
全
員
参
加
で
あ
る
。

岳
精
流
、
特
に
千
代
田
で
は
何
か
や

る
時
は

「全
員
主
役
」
の
言
葉
が
出
る
、

全
員
参
加

・
全
力
投
球

・
全
員
主
役
で

あ
る
。
本
来

「主
役
」
と
は
、
主
要
な
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創
流
廿
五
周
年
岳
精
流
日
本
吟
院
全
国
吟
道
大
会

宗
家
が
岳
風
流
よ
り
独
立
、

「
岳
精

流
」
を
創
流
し
て
今
年
は
廿
五
周
年
。

例
年
よ
り
二
か
月
早
い
四
月
廿

一
日
、

生
僧
の
雨
の
中
　
全
国
よ
り
二
千
名
の

吟
の
な
か
ま
が
会
場
に
集
合
し
た
。

開
会
の
言
葉
は
、
昨
秋
武
道
館
の
全

国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
で
栄
光
の
合
吟

コ

ン
ク
ー
ル
制
覇
三
河
岳
精
会
深
浦
会
長
。

第

一
部
の
全
員
合
吟
は

「
舟
中
子
規

を
聞
く
」

（城
野
静
軒
）
大
会
参
加
者

最
大
の
百
甘
七
名
が
飯
国
会
長
の
先
導

で
声
を
揃
え
た
。

今
年

の
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
菅
原

琴
風
リ
ー
ダ
ー
中
心
の
女
性
選
抜
チ
ー

ム
で
初
挑
戦
、
練
習
の
成
果
を
十
分
に

出
し
た
が
、
惜
し
く
も
上
位
入
賞
に
は

属
か
な
か

っ
た
。
来
年
を
期
待
し
よ
う
。

式
典
で
宗
家

・
遠
藤
委
員
長
の
ご
挨

拶
は
、
我
国

の
現
状
を
憂
い
、
若
い
世

代

へ
の
期
待
と
諭
し
、
そ
し
て
会
員

へ

の
感
謝
の
言
葉
て
あ

っ
た
の

こ
こ
で
日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会
笹
川

鎮
江
会
長
よ
り
の
創
立
甘
五
周
年
記
念

岳
精
流
日
本
吟
院
全
国
吟
道
大
会

へ
の

祝
辞
と
祝
歌
三
首
が
披
露
さ
れ
た
。

（
一
首
は
見
出
し
）

師
父
教
ゆ
　
う
道
精
神
　
貫
け
る

岳
精
宗
家

の
　
功
鍍
頌
え

む

岳
精
流
　
日
本
今
虎
　
え
み
つ

弥
崇
梼
り
　
さ
れ
ざ
ま
つ
る

第
四
部
の
自
主
企
画
番
組
に
千
代
田

が
指
名
さ
れ
、
磯
田
副
会
長
を
キ
ャ
ツ

プ
と
す
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
練
り
に
錬

っ
た
赤
穂
義
士
外
伝
歌
謡
浪
曲

「俵
星

玄
蕃
」
は
鈴
木
重
風

ハ
ザ

マ
教
場
長
の

格
調
高
い
語
り
日
と
、
林
　
筑
山
氏
の

一

三
波
春
夫
張
り
の
名
調
子
に
、
加
藤
錬

一

山
氏
の
華
麗
な
剣
舞
が
舞
台
狭
し
と
広

一

げ
ら
れ
、
飯
田
会
長
の
大
石
内
蔵
之
助

一

以
下
、
赤
穂
浪
士
、
侍
女
合
わ
せ
て
総

勢
六
十
名
を
超
え
る
登
壇
者
に
場
内
は

大
変
な
盛
り
上
が
り
、
歌

の
最
後
は
場

内
も
加
わ
り
、
余
興
が
本
番
よ
り
話
題

と
な
る
程
の
大
成
功
で
あ

っ
た
¨

特
別
寿
栄
合
吟

「
西
教
寺
を
訪
う
」

湯
山
申
泉

（清
水
）
長
谷
川
藍
泉
、
鈴

木
忠
司
、
佐
藤
四
郎
、
宮
崎
昇
治

（
ハ

ザ

マ
）
の
五
氏
が
、
長
寿
の
源
は

「吟
一

と
ピ
ン
と
伸
び
た
姿
勢
で
元
気
に
登
壊

さ
れ
た
。
益
々
の
ご
健
吟
を
。

第
六
部
特
別
構
成
番
組
は
創
流
計
Ａ

周
年

「
吟
生
　
意
気
に
感
ず
」
の
タ
イ

ト
ル
で
各
会
長
、
支
部
長
吟
詠
が
あ
り

わ
が
飯
田
会
長
は
程
頴
作

「秋
日
偶
成
一

昨
年
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
優
勝
の

三
河
岳
精
会
政
子
は

「
焦
心
録
後
に
題

す
」

（高
杉
晋
作
）
流
石
に
見
事
。

人
賞
の
本
部
男
子
は

「漫
述
」

（佐

久
聞
象
山
）
を
千
代
田
か
ら
も
十
四
名

が
登
壇
し
出
場
者
全
員
で
吟
じ
た
。

今
年
も
千
代
田
は
コ
ン
ク
ー
ル
係
、

採
点
に
錬
水
教
場
の
パ
ソ
コ
ン
が
活
躍
、

表
彰
状
は

ハ
ザ

マ
教
場
の
能
筆
お
二
人

と
多
士
済
々
何
で
も
ご
ざ
れ
と
こ
な
し
、

表
彰
式
は
吉
川
鍾
風
氏
の
総
合
司
会
で

手
際
よ
く
大
会
を
締
め
く
く

っ
た
。

男
手
が
多
く
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
キ
ビ
キ
ご
と
し
た
動
作
で
役
割
を
果

た
す
我
々

へ
の
本
部
の
期
待
と
評
価
は
、

益
々
高
く
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
く

頑
張

っ
て
下
さ

っ
た
ご
担
当
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
さ
ま
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

全
国
吟
道
大
会

合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て

神
田
教
場
　
池
田
　
皓
泉

昨
年
暮
れ
に
、
全
国
大
会
合
吟

コ
ン

ク
ー
ル
に
女
子
チ
ー
ム
で
出
場
す
る
と

伺
い
、
最
初
は
ま
だ
ま
だ
先
の
事
と
思

い
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
２
月

・
３
月
と
だ
ん
だ
ん
近

づ
く
に
従

っ
て
岩
崎
泰
風
、

菅
原
琴
風
両
先
生
の
熱
心
な

ご
指
導
と
仲
間
と

一
緒
に
勉

強
出
来
る
心
強
さ
に
、
少
し

ず

つ
フ
ア
ィ
ト
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。

ま
だ
吟
を
始
め
て
六
年
足

ら
ず
、
今
回
初
め
て

コ
ン
ク

ー
ル
に
対
し
て
の
勉
強
が
出

来
た
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て

沢
山
の
事
が
得
ら
れ
て
幸
せ

で
し
た
。
結
果
は
残
念
で
し

た
が
、
合
吟
で
気
持
を
揃
え

て
吟
ず
る
難
し
さ
に
全
員
が

一
丸
と
な

っ
て

一
所
懸
命
練

習
に
励
ん
で
こ
れ
た
過
程
は
、

決
し
て
無
駄
で
は
な
か

っ
た

と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ

の
練
習
を
通
じ
て
他
教
場

の

皆
さ
ん
と
の
交
流
が
出
来
、

と
て
も
意
義
の
あ
る
事
だ
と

思

っ
て
い
ま
す
。

花

ひ
ら
く
卯
月

の
住
き
日
創
立

の

二
十

二
月
年
め
で
た
か
り
け
れ

卜
｀
日Ll
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最
後
に
両
先
生
の
情
熱
溢
れ
る
ご
指

導
に
感
謝
い
た
し
、
今
後
の
勉
強
に
も

役
立
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
有

難
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ

合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
て

丸
の
内
第

一
教
場
　
岩
崎
　
桂
泉

今
年
の
全
国
吟
道
大
会
で

「女
子
チ

ー
ム
が
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
に
初
出
場
し

ま
す
」
と
井
手
先
生
よ
り
お
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
初
出
場
な
の
で
先
輩
か
ら

順
々
で
あ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
の

で
自
分
が
出
場
す
る
な
ど
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
突
然
の
電
話
で
指

名
さ
れ
、
初
め
て
の
練
習
日
に
丸
の
内

本
社
に
行

っ
て
み
る
と
、
皆
さ
ん
や
る

気
十
分
、
自
信
あ
り
に
見
え
て
、
何
の

考
え
も
心
構
え
も
無
い
ま
ま
出
場
す
る

こ
と
に
後
悔
し
ま
し
た
。

岩
崎
泰
風

・
菅
原
琴
風
先
生
の
ご
指

導
で
吟
題

「
晃
卿
衡
を
実
す
」
李
自
作

の
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
発
声

か
ら
で
す
、
そ
し
て
合
吟
の
基
本
に
つ

い
て
、
出
場
者
全
員

の
気
持
ち
を

一
つ

に
合
わ
せ
る
こ
と
。
詩
の
意
味
を
よ
く

理
解
す
る
よ
う
に
素
読
を
繰
り
返
す
こ

と
。
止
め
を
軽
く
頭
高
の
ア
ク
セ
ン
ト

等
を
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

練
習
時
間
も
あ
ま
り
無
い
ま
ま
、
当

日
は
、
そ
の
教
え
や
注
意
を
頭
の
中
に

咄
場
し
ま
し
た
が
‥
‥
、
合
吟
の
難
し

さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
自
分
自
身

の
吟
の
未
熟
さ
も
反
省
し
ま
し
た
。

か
ら
は
詩
の
心
を
良
く
理
解
し
て
練
習

に
挑
戦
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

全
国
吟
道
大
会
に
参
加
し
て

ハ
ザ

マ
教
場
　
萩
原
　
晴
久

私
の
全
国
大
会

へ
の
参
加
は
、
昨
年

に
続
い
て
三
国
目
で
す
。
前
回
は
新
入

り
の

一
年
生
で
西
も
東
も
解
ら
ぬ
ま
ま

た
だ
大
会
の
運
営
に
対
す
る
見
事
さ
に

圧
倒
さ
れ
通
し
で
終
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
は
、
赤
穂
義
士
外
伝
の

出
番
と
賞
状
書
き
の
手
元
、
送
り
届
け

の
役
目
を
言
い
渡
さ
れ
内
側
か
ら
、
昨

年
に
も
増
し
て
立
派
な
会
の
運
営
を
知

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
大
会
の
企
画
立
案
、
役
割

分
担
、
教
場
で
の
稽
古
、
合
同
リ
ハ
ー

サ
ル
等
々
様
々
な
準
備
が
き
め
細
か
く

役
員
さ
ん
方
を
中
心
と
し
て
な
さ
れ
、

そ
れ
を
三
千
人
の
参
加
者

一
人

一
人
が

自
分
の
役
割
を
真
剣
に
果
た
さ
れ
て
い

る
と
言
う
こ
と
で
す
。
私
も
こ
の
よ
う

な
会
の

一
員
と
し
て
の
誇
り
を
持

つ
と

同
時
に
、
先
輩
の
皆
様
の
ご
指
導
を
戴

き
な
が
ら
吟
の
道
に
精
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

全
国
吟
道
大
会
を
顧
み
て

東
陽
町
教
場
　
伊
丹
　
誠
山

四
月
甘

一
日
の
全
国
吟
道
大
会
に
於

い
て
、
千
代
田
は
自
主
企
画
番
組
に
、
・

林
　
筑
山
氏
得
意
の
歌
謡
浪
曲

「
俵
星

玄
蕃
」
で
参
加
し
ま
し
た
。

プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
で
会
員
全
員
の
登
壇

を
と
苦
心
の
構
成
、
演
出
に
よ

っ
て
、

赤
穂
義
士
の
討
入
り
の
ほ
か
発
端
と
な

っ
た
主
君
浅
野
内
匠
頭
の
殿
中
松
の
廊

下
に
お
け
る
刃
傷
か
ら
切
腹
に
到
る
ま

で
の
事
件
の
筋
を
討
入
り
の
前
に
構
成

し
た
こ
と
が
、
大
成
功
を
収
め
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

鈴
本
重
風
先
生
の
松
の
廊
下
か
ら
始

ま
る
流
犠
な
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
の
せ
て
、

婦
人
部
が
鞄
服
姿
に
紅
欅
で
勢
揃
い
、

内
匠
頭
群
世

「風
さ
そ
う
…
」
を
美
吟
。

傍
ら
で
加
藤
錬
山
さ
ん
の
自
装
東
で

の
切
腹
の
演
技
な
ど
見
事
で
し
た
。

飯
田
会
長
の
大
石
内
蔵
助
以
下
の
義

士
総
勢
で
、
私
も

「槍
は
錯
び
て
も
ｌ
」

と
合
唱
、
林
　
筑
山
氏
が
三
波
春
夫
よ

ろ
し
く
着
流
し
姿
で
二
番
と
浪
曲
を
、

三
役
の
加
藤
錬
山
氏
．が
手
槍
で
玄
蕃
よ

ろ
し
く
助
太
刀
に
駆
け

つ
け
る
、
三
番

と
な
る
と
舞
台
か
ら

「会
場
の
皆
さ
ん

ご

一
緒
に
」
と
声
を
か
け
、
前
も

っ
て

配

っ
て
お
い
た
歌
詞
に
よ

っ
て
会
場
か

ら
も
大
合
唱
と
な
り
、
最
後
を
大
い
に

盛
り
上
げ
た
も
の
で
し
た
。

次
に
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
吟
し
た

婦
人
部
の
皆
さ
ん
、
頑
張

っ
て
良

い
線

い
っ
て
た
と
、
審
査
結
果
を
楽
し
み
に

待
ち
ま
し
た
が
残
念
乍
ら
八
本
の
吟
に

敗
れ
た
よ
う
で
し
た
。

成
績
発
表
、
表
彰
式
は
昨
年
に
続
い

て
吉
川
鍾
風
先
生
の
で
き
ば
き
と
し
た

司
会
進
行
に
、
客
席
で
も
感
動
の
声
が

感
じ
と
れ
、
千
代
圏
が
会
場
を
盛
り
止

げ
立
派
に
納
め
た
よ
う
で
し
た
。

コ
ン
ク
！
ル
出
場
は
と
て
も
良
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
は
こ
れ
か

ら
の
吟
詠
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

全
国
吟
道
大
会
に
参
加
し
て

丸
の
内
第
二
教
場
　
一局
松
　
泰
子

昨
年
八
月
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
、
初

め
て
の
参
加
と
な

っ
た
当
日
は
、
生
憎

の
雨
、
定
刻
の
前
に
着
い
た
会
場
は

一

杯
で
、
参
加
者
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
合
吟
は
先
輩
の
後
で
吟
じ
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

自
主
企
画
の
二
つ
は
何
か
ホ
ッ
と
し

た
楽
し
い
番
組
で
し
た
。
幼
少
年

。
青

年
部
の
吟
詠
は
、
九
本
の
高
音
が
の
び

の
び
と
し
て
い
て
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ

に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
方
達
が

特
別
番
組
の
剣
舞
、
詩
舞
に
出
場
さ
れ

一
糸
乱
れ
ぬ
舞
を
見
せ
て
下
さ
り
素
晴

ら
し
い
の

一
言
で
し
た
。

宗
家
、
宗
嗣
、
高
段
の
先
生
方
の
吟

を
緊
張
ｔ
て
拝
聴
し
、
詩
吟
の
奥
深
さ

を
改
め
て
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ 星 野 久 泉 <清 水 >
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清
水

・
神
田

・
ハ
ザ
マ
教
場
合
同
開
設
五
周
年
記
念
温
習
会

湯
島
聖
堂
の
杜
に
衛
す
吟
声

一
千
代
田
教
場
が
支
部
に
、
そ
し
て
千

代
田
岳
精
会

へ
と
急
速
に
発
展
し
た
平

成
八
年
よ
り
九
年
、
清
水
、
神
田
、

ハ

ザ
マ
三
教
場
が
続
け
て
開
設
さ
れ
た
。

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
着
実

に
拡
大
を
遂
げ
、
合
わ
せ
て
六
六
名
の

吟
友
が
、
二
月
二
八
日

《
清
神
聞
な
か

よ
く
真
善
美
》
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
合

同
の
開
設
五
周
年
温
習
会
を

「湯
島
聖

堂
」
内
の
斯
文
会
講
堂
で
開
催
し
た
。

半
年
以
上
前
よ
り
準
備
の
打
合
せ
が

重
ね
ら
れ
、
詩
吟
を
学
ぶ
我
々
に
と

っ

て
漢
学
の
聖
地
と
言

っ
て
も
過
言
で
は

無
い
三
百
十
年
余
の
歴
史
を
持

つ

「湯

島
聖
堂
」
を
会
場
に
出
来
た
こ
と
は
、

至
福
の
極
み
と
言
え
る
。

鈴
木
重
風

ハ
ザ

マ
教
場
長
の
開
会
挨

拶
で
始
ま
っ
た
全
員
吟
詠
は
五
つ
の
テ

ー
マ
に
分
け
ら
れ
、
独
吟
、
連
吟
、
合

吟
に
日
頃
の
精
進
と
、
人
生
の
年
輸
が

一
吟

一
吟
に
表
わ
れ
て
い
た
。
特
に
尺

八
伴
奏
は
初
め
て
の
人
も
多
く
、
三
六

名
の
方
々
が
笙
詠
会
長
栗
城
笙
童
先
生

の
伴
奏
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。

ご
来
賓
の
横
山
精
真
宗
嗣
、
渡
　
精

華
副
幹
事
長
、
岡
村
龍
栄
先
生
、
青
山

恵
風
先
生
、
飯
日
会
長
、
磯
田
副
会
長

の
格
調
高
い
、
そ
し
て
お
祝
い
に
駆
け

つ
け
た
吟
友
達
の
味
わ
い
深
い
吟
に
会

場
全
体
が
酔
い
し
れ
た
。

林
　
吾
風
神
田
教
場
長
が

「同
根
よ

り
出
た
三
教
場
で
、
こ
の
場
所
で
開
催

出
来
た
」
こ
と

へ
の
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

全
員
合
吟

「
富
士
山
」
で
締
め
括
り
。

懇
親
会
は
神
田
明
神
会
館
、
こ
れ
又

千
三
百
年
の
由
緒
あ
る
神
社
。
世
話
人

方
の
心
配
り
の
料
理
に
参
加
者
全
員
大

満
足
、
村
上
恒
山
清
水
教
場
長
の
挨
拶

で
意
義
あ
る

一
日
は
終
わ

っ
た
。

こ
の
日
は
丁
卵
大
安
、
湯
島
聖
堂
、

三
教
場
の
協
力
と
ま
さ
に

「天
の
時
、

地
の
利
、
人
の
和
」
が
具
現
さ
れ
、
三

教
場
の
弥
栄
は
間
違
い
な
い
。

三
教
場

「
松
竹
梅
」
の
五
周
年

神
田
教
場
長
　
林
　
吾
風

詩
吟
は
心
身
の
健
康
に
よ
い
か
ら
と

中
学
時
代
の
友
人
村
上
恒
山
氏
を
勧
誘
、

や
が
て
大
槻
鉾
泉
氏
と
協
力
、
清
水
教

場
を
設
立
さ
れ
た
。
次
い
で
小
学
校
時

代
の
旧
友
二
神
和
山
氏
を
誘
い
、
更
に

氏
の
学
友
佐
藤
甲
泉
氏
か
ら
城
戸
稲
泉

氏

へ
と
拡
が
り
、

ハ
ザ

マ
教
場
の
発
足

に
至

っ
た
。

私
は
師
範
の
許
証
を
頂
い
た
の
を
機

に
、
神
田
川
畔
に
教
場
を
発
足
さ
せ
た
。

「井
戸
の
水
を
飲
む
時
、
そ
の
井
戸

を
掘

っ
た
人
の
恩
を
忘
れ
ず
」
と
数
名

の
友
が
協
力
し
て
く
れ
た
。
い
つ
も
感

謝
の
念
で

一
杯
で
あ
る
。

三
代
将
軍
家
光
が
鷹
狩
り
の
途
次
湧

水
を
発
見
、
そ
の
美
味
に
丼
戸
の
王
様

だ
と

「井
の
頭
」
と
命
名
、
神
田
上
水

と
し
て
江
戸
町
民
に
利
用
さ
れ
る
に
至

っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
清
水
が
今
日

な
お
神
田
川
と
し
て
街
の
間

（
ハ
ザ
マ
）

に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
三
教
場

の
生
い
立
ち
に
似
る
も
の
が
あ
る
。

そ
の
後

「清
水
」
は

『
和
し
て
動
ぜ

ず
』
大
地
に
し
っ
か
と
根
を
張
る
た
く

ま
し
き
松
林
教
場

（真
）

「
ハ
ザ
マ
」

は

『喧
々
露
々
』
さ
れ
ど
仲
良
き
名
節

調
の
竹
林
教
場

（善
）

「神
田
」
は
友

人
主
体
で
励
ま
し
あ
い
、
花
実
を
賞
で

る
梅
林
教
場

（美
）
で
夫
々
の
カ
ラ
ー

を
持
ち
、
年
々
善
友
を
増
や
し
て
い
る
。

こ
の
友
が
更
な
る
向
上
を
期
す
べ
く

五
周
年
を
共
に
祝
い
、
そ
の
パ
ー
テ
ィ

席
上

「松
竹
梅
」
の
愚
作
を
披
露
し
た

経
緯
は
以
上
の
通
り
で
す
。

平
成
十
四
年
二
月
廿
八
日

清
水

・
神
田

・
ハ
ザ
マ
教
場

五
周
年
を
祝
し
て

か
竹
暮
　
　
　
　
林
　
春
嵐
作

一
、
像
も
渫
き
武
蔵
野
の

お
き
水
湧
く
井
の
頭

衡
の
ハ
ザ
マ
を
う
る
お
い
つ

流
る
る
う
声
希
口
川

お
の
力
き
た
く
ま
し
さ

そ
の
■
き
し
な
や
か
さ

棒
の
キ
き
清
ら
か
さ

清
神
間
の
う
の
味

三
教
場
の
記
念
温
習
会
が
終
わ

っ
て

神
田
教
場
副
教
場
長
　
福
島
　
選
出

五
年
間
の
研
鑽
の
成
果
を
お
披
露
目

す
る
三
教
場
の
記
念
温
習
会
は
、
去
る

平
成
十
四
年
二
月
甘
八
日
、
湯
島
聖
堂

内
の
斯
文
会
講
堂
で
行
わ
れ
、
続
い
て

神
田
明
神
内
の
明
神
会
館
で
懇
親
会
が

開
か
れ
た
が
、
今
回
の
催
し
は
本
当
に

楽
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。

感
激
が
遠
の
く
前
に
ハ
ブ

ニ
ン
グ
を

含
め
二
～
三
の
感
想
を
述
べ
た
い
。

第

一
点
は
、
湯
島
聖
堂

・
昌
平
妻
は

近
代
教
育
の
発
祥
の
地
と
い
う
。
こ
の

場
所
で
吟
詠
が
で
き
た
こ
と
は
有
意
義

で
あ

っ
た
。
吟
を
や

っ
て
い
な
け
れ
ば
、

聖
堂
内
に
足
を

一
歩
踏
み
入
れ
る
チ
ャ

ン
ス
は
少
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

第
二
点
は
、
記
念
温
習
会
の
開
催
、

企
画
、
準
備
に
つ
い
て
三
教
場
が

一
体

と
な
り
、
所
属
会
員
が
役
割
り
を
分
担

し
た
。
準
備
は

マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
に
も

似
た
感
じ
だ

っ
た
が
、
計
画
通
り
に
や

れ
て
、
喜
び
を
分
か
ち
あ
え
た
。
ま
た
、

こ
れ
を
機
会
に
交
流
の
輸
が
大
き
く
広

が

っ
た
。　
ヨ

一教
場
の
十
周
年
記
念
も

此
処
で
や
ろ
う
」
と
の
声
も
出
た
。

第
二
点
は
懇
親
会
が
終
了
、
フ
ロ
ン

ト
で
荷
物
を
受
け
取
る
時
、
私
が
明
神

会
館
で
式
を
挙
げ
た

（神
田
生
ま
れ
の

氏
子
）
と
触
れ
た
ら
、
遠
い
昔
の

「結

婚
式
」
の
申
込
用
紙
を
フ
ア
イ
ル
の
中

か
ら
引
き
出
し
て
、
見
せ
て
く
れ
た
。

こ
れ
に
は
驚
い
た
が
、
記
念
に

「
絵

馬
」
を
頂
い
た
。
こ
れ
も
吟
を
や

っ
た

さ
て
私
の
成
育
地
武
蔵
野
の
井
の
頭
。

（瀧
廉
太
郎
作
曲

」
調
）
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縁
と
痛
感
し
た
。

今
回
は
、
宗
嗣
、
渡
　
精
華
先
生
始

め
、
ご
来
賓
の
諸
先
生
や
千
代
田
岳
精

会
の
他
教
場
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
で
、

記
念
温
習
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
つ
き
、
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
。

清
水

・
神
田

・
ハ
ザ
マ
三
教
場
開
設

五
周
年
記
念
温
習
会
に
参
加
し
て

ハ
ザ
マ
教
場
　
富
澤
　
修
泉

甘

一
世
紀
初
頭
二
月
甘
八
日
、
温
習

会
が
伸
良
く
合
同
で
開
催
さ
れ
た
こ
と

は
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
あ

っ
た
。
下

準
備
の
お
世
話
を
し
て
下
さ
っ
た
関
係

者
の
ご
努
力
に
深
甚
の
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
す
。

ま
た
、
本
部
よ
り
横
山
精
真
宗
嗣
、

渡
副
幹
事
長
、
千
代
田
岳
精
会
よ
り
飯

国
会
長
、
各
教
場
長
他
多
数
の
方
々
の

ご
参
加
を
頂
き
、
厳
粛
な
湯
島
聖
堂
の

一
角

「斯
文
会
」
で
盛
大
に
執
り
行
な

わ
れ
た
こ
と
は
、
良
き
指
導
者
の
皆
々

様
の
お
陰
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

内
容
は
ま
ず
、
構
成
が
良
か
っ
た
と

思
う
。
会
詩
合
吟
に
始
ま
り
、
Ａ
五
周

年
を
祝
う

（祝
吟
、
友
情
を
詠
う
）
Ｂ

古
き
を
温
ね
て

（処
世
訓
、
処
世
観
、

古
き
を
懐
う
）
Ｃ
四
季
に
寄
せ
て

（春

夏

・
秋

・
冬
を
詠
う
）
Ｄ
人
生
の
哀
歓

を

（日
本
人
の
心
の
歌
、
故
郷
を
思
う
、

夫
婦
、
姉
妹
の
絆
、
酒
と
人
生
）
Ｅ
こ

の
国
を
愛
す
、
そ
し
て
千
代
田
岳
精
会

吟
友
、
ご
来
賓
吟
詠
と
極
め
て
順
調
に

し

発
表
会
を
終
了
。

続
い
て
懇
親
会
を
神
田
明
神
会
館
に

移
し
、
各
先
生
方
を
夫
々
の
テ
ー
ブ
ル

に
囲
み
、
打

っ
て
変
わ

っ
て
和
や
か
な

歓
談
が
弾
み
宴
酎
を
迎
え
、
渡
先
生
の

歌
声
で

「よ
る
め
き
ダ
ン
ス
」
が
始
ま

る
や
ら
、
は
た
ま
た
芸
人
肌
の
歌
謡
浪

曲
も
飛
び
出
す
な
ど
…
…
。
　

最
後
は

神
田
教
場
女
性
陣
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、

「松
竹
梅
■
林
　
吾
風
作
、
曲
は
瀧
廉

太
郎
作

「花
」
調
）
が
歌
わ
れ
、
更
に

全
員
が
肩
を
組
み
輪
に
な
っ
て
声
高
ら

か
に
遠
藤
精
岳
本
部
幹
事
長
作

「同
期

の
桜
」
替
歌
を
唱

っ
て
、
来
る
十
周
年

に
向
か
っ
て
更
な
る
向
上
発
展
を
誓
い

合
い
、
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
議
会
し
た
。

本
当
に
大
成
功
で
あ

っ
た
と
思
う
。

開
設
五
周
年

記
念
温
習
会
に
参
加
し
て

神
田
教
場
　
内
山
　
雅
彦

岳
精
会
に
入
会
し
て
半
年
、
毎
週
楽

し
み
な
吟
詠
教
室
、
そ
れ
は
私
に
と
つ

て
気
持
ち
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

私
が
通
う
教
場
の
師
範
は
、
若
々
し

い
お
声
、
力
強
い
吟
、
非
常
に
見
識
の

高
い
講
義
を
さ
れ
る
林
　
吾
風
先
生
。

私
は
三
〇
代
に
五
年
間
ほ
ど
岳
風
流

の
若
き
師
範

（四
三
才
）
に
習

っ
た
思

い
出
が
あ
り
、
ど
う
し
て
も
昔
の
吟
が

蘇

っ
て
し
ま
う
。
林
先
生
に
ご
教
授
を

受
け
、　
一
年
生
と
し
て
日
々
岳
精
流
に

と
け
こ
も
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
度
は
、

温
習
会
の
三
か
月
も
前
に
吟
題
を
選
び
、

毎
週
先
生
の
ご
指
導
を
頂
い
た
。

先
生
は
昔
の
吟
は
現
在
と
は
大
き
く

違
う
、
時
代
に
合

っ
た
吟
じ
方
を
練
習

す
る
よ
う
に
と
指
導
さ
れ
た
。
幸
に
時

間
的
余
裕
が
あ
り
、
し
か
も
先
生
の
大

変
組
や
か
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
お

陰
様
で
当
日
ま
で
に
は
何
と
か
自
信
が

持
て
た
。

そ
の
林
先
生
が
実
行
委
員
長
で
あ
る
。

私
も
設
営
係
を
仰
せ
つ
か
り
少
し
で

は
あ
る
が
、
温
習
会
を
盛
り
立
て
る
事

が
で
き
た
。　
一
か
月
ほ
ど
前
、
会
場
の

こ
じ
ん
ま
り
し
た
風
格
あ
る
湯
島
聖
堂

「斯
文
会
議
堂
」
で
設
営
の
打
合
せ
が

あ

っ
た
。
そ
の
時
、
他
教
場
の
方
々
に

お
会
い
し
て
、
皆
さ
ん
が
吟
の
大
先
輩

に
感
じ
ら
れ
た
。

温
習
会
当
日
、
九
時
半
に
会
場
に
入

り
、
大
竹
、
酒
井
両
先
輩
の
指
示
の
も

と
テ
ー
ブ
ル
等
の
配
置
を
素
早
く
済
ま

せ
、
練
習
を
す
る
余
裕
が
あ

っ
た
。

出
番
は
中
頃
、
あ
せ
る
こ
と
無
く
自

分
の
番
を
待

っ
た
が
、
壇
上
に
上
が

っ

て
み
る
と
、
全
身
が
震
え
落
ち
着
い
た

状
態
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
幸
い
に

も
吟
は
乱
れ
る
こ
と
な
く
、
三
分
間
の

充
実
し
た
吟
詠
が
で
き
、
そ
の
後
は
、

来
賓
の
先
生
方
の
吟
詠
を
ゆ

っ
た
り
と

し
た
気
持
ち
で
拝
聴
し
て

一
段
と
吟
に

対
す
る
魅
力
が
深
ま

っ
た
。

温
習
会
は
諸
先
輩
の
ご
努
力
に
よ
り
、

盛
会
裏
に
終
わ
り
、
先
生
方
も
ほ

っ
と

さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。

「清
神
間
」
仲
良
く

「真
善
美
」

清
水
教
場
　
木
内
　
真
邦

早
い
も
の
で
、
清
水
教
場
は
開
設
五

年
を
経
過
。
神
田
教
場
、　
ハ
ザ

マ
教
場

も
相
次
い
で
五
周
年
を
迎
え
た
の
を
機

会
に
、
三
教
場
相
計
ら
い
合
同
の
記
念

温
習
会
を
開
催
し
、
こ
の
五
年
間
の
研

鑽
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
友
情

の
絆
を
更
に
深
め
よ
う
と
話
が
ま
と
ま

り
、
昨
年
九
月
に
三
教
場
合
同
温
習
会

の
企
画
が
始
ま

っ
た
。

林
神
田
教
場
長
ご
手
配
に
よ
る
湯
島

聖
堂
は
、
徳
川
五
代
将
軍
鋼
吉
に
よ

っ

て
創
建
さ
れ
た
孔
子
廟
で
、
江
戸
時
代

学
問
教
育
の
総
本
山
で
あ

っ
た
と
聞
く
。

会
場
の
斯
文
会
は
今
も
孔
子
を
中
心

と
す
る
東
洋
思
想

・
学
問

・
文
芸
の
研

究
と
、
普
及

・
振
興
の
活
動
を
行
な

っ

て
お
り
、
こ
の
由
緒
あ
る
会
場
に
恵
ま

れ
た
こ
と
は
非
常
な
る
喜
び
で
あ

っ
た
。

当
日
は
夜
来
の
雨
も
上
り
、
ご
来
賓

に
横
山
精
真
宗
嗣
、
渡
　
精
華
副
幹
事

長
を
お
迎
え
し
、
鈴
木

ハ
ザ
マ
教
場
長
、

の
開
会
宣
言
で
始
ま

っ
た
。
祝
吟

「松

竹
梅
」
に
続
く
吟
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、

三
教
場
の
希
望
に
よ

っ
て
、
友
情

・
古

き
を
温
ね
て

。
四
季

。
人
生
の
哀
歓

・

こ
の
国
を
愛
す
に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
さ
れ

全
員

一
吟
づ

つ
吟
じ
た
後
、
ご
多
忙
の
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中
を
駆
付
け
て
下
さ

っ
た
千
代
日
の
吟

友
各
位
の
吟
詠
、
ご
来
賓
並
び
に
飯
田

会
長
、
磯
田
副
会
長
の
吟
詠
と
続
い
て

拝
聴
し
、
最
後
に
全
員
に
よ
る

「
富
士

山
」
大
合
吟
で
締
括
ら
れ
た
。

余
韻
醒
め
や
ら
ぬ
ま
ま
会
場
を
神
田

明
神
内
の
明
神
会
館
長
生
殿
に
移
し
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
楽
し
い
懇
親
会
で
再

び
燃
え
上
り
、
村
上
清
水
教
場
長
の
万

才
三
唱
で
、
企
画

。
実
施

。
設
営

・
運

営
と
三
教
場
吟
友
の
半
年
間
に
亘
る

一

致
団
結
の
成
果
は
見
事
に
結
実
し
た
。

開
設
五
周
年
記
念
温
習
会
は
、
こ
こ

に
有
意
義
な
幕
を
閉
じ
、
今
後
の

一
層

の
発
展
を
お
互
い
に
手
を
取
合

っ
て
誓

っ
た
次
第
で
あ
る
。
　

　

　

感
謝

◇

◆

◇

◆

◇

◆

◇

◆

◇

◆

◇

◆

◇

◆

◇

全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
地
区
予
選

二
会
場
に
三
十

一
名
出
場

入
賞
者
十
名
と
大
活
躍
！

今
年
は
、
品
川
、
港
、
川
崎
の
三
会

場
に
別
れ
過
去
最
大
の
三
十

一
名
が
出

場
し
た
。
結
果
は
各
会
場
で
実
力
を
存

分
に
発
揮
、
レ
ベ
ル
０
高
さ
を
示
し
た
。

中
で
も
神
田
教
場
の
品
川
会
場
二
部

上
位
独
占
は
特
筆
さ
れ
る
。

上
位
入
賞
の
林
、
町
日
、
中
川
、
城

戸
、
日
中
の
五
氏
は
い
東
京
都

・
神
奈

川
県
大
会
へ
堂
々
と
駒
を
進
め
ら
れ
、

更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

品
川
会
場
　
一二
部

一
位
　
林
　
　
吾
風

（二
月
十
七
日
）
二
位
　
町
田
　
湧
泉

三
位
　
大
竹
　
和
泉

（神
田
）

氏
の
お
二
人
で
し
た
。
お
祝
い
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
大
会
で
の
ご
健
吟
を
祈

念
致
し
ま
す
。

伴
奏
と
競
い
合
い
な
が
ら

清
水
教
場
　
寺
沼
　
達
夫

こ
の
た
び
、
全
国
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル

に
参
加
し
、
港
区
の
予
選
で
入
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
吟
題

「
山
中
幽

人
と
対
酌
す
」
は
今
の
私
に
と

っ
て
、

若
い
時
と

は
違
う
何
と
も
言
え
ぬ
情
感

が
思
わ
れ
、
敢
え
て
選
ん
だ
の
で
す
。

し
か
し
習
う
ほ
ど
に
節
廻
し
が
難
し

く
、
特
に
転
旬
の
止
め
で
は
、
流
す
べ

き
か
切
る
べ
き
か
、
節
調
に
迷
い
ま
し

た
。
ど
う
し
て
も
細
か
い
処
が
掴
め
ず
、

ノ
イ

ロ
ー
ゼ
状
態
が
前
日
ま
で
続
い
た

の
で
す
。

当
日
は
登
壇
の
あ
と
は
全
く
空
自
で

覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
伴
奏
と
競
い
合

い
な
が
ら
詠
し
終
わ

っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
吟
じ
終
わ

っ
て
席
に
戻
り
ま
す

と
、
当
日
何
く
れ
と
な
く
お
世
話
下
さ

っ
た
和
田
精
栄
先
生
が
、
笑
顔
で

「良

か

っ
た
よ
」
と
迎
え
て
下
さ
り
、
や

っ

と
終
わ

っ
た
―
と
、
全
身
の
力
が
抜
け

た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

私
ご
と
き
が
入
賞
な
ん
て
考
え
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
運
が

良
か

っ
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
特
訓
下
さ

っ
た
餞
田
龍
鷹

会
長
、
磯
田
真
風
副
会
長
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
存
じ

ま
し
た
。

港
会
場
　
　
一
一部
人
賞

（二
月
十
日
）

〃

三
部
二
位
入
賞
〃″

城
戸
　
稲
泉

穴

ザ
マ
）

耳
塚
　
昇
山

（東
陽
町
）

中
川
　
睦
泉

功
刀
　
蒼
泉

遊
佐
　
梅
泉

穴

ザ
マ
）

寺
沼
　
達
夫

（清
水
）

川
崎
会
場
　
一
一部
入
賞
　
田
中
　
香
山

（四
月
七
日
）
　

　

（丸
ノ
内
第
二
）

来
年
も
出
吟
を

東
陽
町
教
場
　
渋
谷
　
辰
泉

今
年
の
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
和
国

精
栄
先
生
と
の
関
係
で
三
月
十
日
、
麻

布
区
民
ホ
ー
ル
の
予
選
に
出
吟
。
残
念

な
が
ら
私
は
出
だ
し
の
ミ
ス
で
つ
ま
づ

き
ま
し
た
が
、
千
代
田
の
出
吟
者
は
入

賞
六
名
中
二
名
が
東
京
都
大
会
に
進
む

と
い
う
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
に
よ
る
講
評
で
、
特
に

七
十
歳
以
上
の

一
般
三
部
の
吟
詠
で
は

迫
力
不
足
の
守
り
の
吟
が
多
か

っ
た
と

の
評
。
こ
れ
は
吟
を
自
分
の
も
の
に
す

る
ま
で
詠
い
込
ん
で
い
な
い
か
ら
で
、

そ
の
為
音
程
が
守
ら
れ
ず
節
回
し
が
浮

い
て
来
る
。
も

っ
と
志
の
あ
る
声
を
出

せ
る
迄
に
研
鑽
を
重
ね
る
様
に
と
の
耳

に
痛
い
議
で
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
千
代
田

岳
精
会
は
開
設
五
周
年
を
祝

っ
た
三
教

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
自
ら
の
吟
詠
を

磨
く
良
い
機
会
で
あ
る
と
同
時
に
、
他

流
試
合
な
の
で
種
々
勉
強
に
な
る
こ
と

が
多
く
、
又

一
方
岳
精
流
の
吟
の
良
さ

を
確
認
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

来
年
は
丸
の
内
第

一
。
第
二
、
東
陽

町
か
ら
も
大
い
に
参
加
し
て
貰
い
た
い

も
の
で
す
。
捲
土
重
来
！
私
も
。

港
区
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て

ハ
ザ

マ
教
場
　
一副
田
　
達
也

二
月
十
日
、
日
本
吟
詠
詩
舞
連
盟
港

区
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
が
六
本
木
の
区
民

ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
、
私
も
２
回
目
の

挑
戦
を
致
し
ま
し
た
。

飯
田
会
長
の
特
訓
、
鈴
木
教
場
長
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
準
備
を
整
え
て

参
加
し
、
力

一
杯
吟
じ
ま
し
た
。

七
十
歳
以
上
の

一
般
二
部
で
出
場
し

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
年
も
入
賞

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

飯
田
会
長
の

「
ま
だ
ま
だ
吟
が
若
い

の
だ
か
ら
ゆ

っ
た
り
と
腰
を
据
え
て
‥

会
場
で
の
審
査
委
員
長
の

「技
巧
だ
け

に
は
じ

っ
て
詩
の
心
を
握
ん
で
い
な
い

吟
者
が
見
ら
れ
る
」
等
の
ご
指
摘
が
身

に
泌
み
た
こ
と
で
し
た
。

ま
た

一
年
鍛
練
を
重
ね
て
何
度
で
も

挑
戦
致
し
ま
す
。
先
輩
皆
様
方
の
更
な

ど
鞭
撻
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
当
教
場
か
ら
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
七
名
参
加
し
ま
し
た
が
、
入
賞
者

は
四
名
で
そ
の
う
ち
東
京
大
会
出
場
が
、

場
の
吟
友
の
旨
さ
ん
が
大
活
躍
で
し
た
。
二
部
で
城
戸
氏
、
二
部
第
二
位
の
中
川
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全
国
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル

（港
区
）

に
入
賞
し
て
ハ
ザ

マ
教
場
　
功
刀
　
蒼
泉

こ
れ
ま
で
二
回
川
崎
地
区
予
選
に
出

場
し
、　
一
回
日
は
マ
イ
ク
の
使
用
ま
ず

さ
で
、
二
回
目
は
好
調
に
ス
タ
ー
ト
し

な
が
ら
途
中
絶
句
し
て
落
選
、
今
回
は

三
度
目
の
挑
戦
で
し
た
。
飯
田
会
長
、

鈴
木
教
場
長
の
厳
し
い
中
に
も
情
の
こ

も
っ
た
特
訓
の
お
陰
で
や

っ
と
念
願
の

入
賞
が
出
来
、
誠
に
嬉
し
く
、
両
先
生

に
心
か
ら
感
謝
申
上
げ
る
次
第
で
す
。

東
京
都
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
の
審
査

員
十
名
に
よ
り
、
吟
声
、
発
声
の
正
確

さ
、
音
程
の

一
定
性
、
発
音
の
正
確
性

詩
心
の
と
ら
え
方
、
吟
詠
態
度
と
各
面

か
ら
の
審
査
で
し
た
。
私
は
詩
心
の
と

ら
え
方
、
長
音
の
出
し
方
に
特
に
注
意

し
、
日
を
大
き
く
開
け
て
の
母
音
の
出

し
方
に
つ
い
て
も
意
識
的
に
挑
戦
し
て

み
ま
し
た
。
出
場
順
は
大
と
り
、　
一
発

強
力
に
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
何
と
か
な
る

か
と
思
い
全
力
を
出
し
切

っ
た
つ
も
り

で
し
た
。

入
賞
者
の
発
表
の
際
、
最
後
に

「
こ

の
姓
は
何
と
読
む
の
か
難
し
か

っ
た
人

で
し
た
が
」
と
前
置
き
し
て
の

「く
ぬ

ぎ
」
。
こ
れ
で

一
応
は
詩
吟
の
道
で
何

と
か
人
前
で
吟
じ
ら
れ
る
様
に
な

っ
た

か
と
思
う
と
胸
に
ぐ

っ
と
来
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
私
は
詩
を
吟
ず
る
事
は

大
好
き
で
す
が
、
や
る
以
上
は
或
る
程

度
の
レ
ベ
ル
ま
で
達
し
た
い
と
思

っ
て

お
り
ま
し
た
。
飯
田
会
長
、
鈴
木
教
場

長
、
本
当
に
ご
教
導
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
は
人
に
聞
い
て
頂
け
る
詩

吟
を
心
掛
け
て
ゆ
き
た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

星 野 久 泉 <清 水 >

一教
場
だ
よ
り
）

園

目

目

菖

ヨ

鍛

彗

優
雅
な
江
戸
情
緒
を
残
す
清
澄
庭
園

「凍
亭
」
で
十
二
月
廿
日
清
水
教
場
の

懇
親
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
教
場
吟
友
十
三
名
に
飯
田
、

磯
田
両
先
生
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
午

前
中
は
ご
指
導
に
よ
る
習
吟
で
、
皆
真

剣
に
取
組
み
ま
し
た
。

午
後
は
食
事
を
と
り
な
が
ら
の
懇
親

会
。
山
手

・
徳
本
両
氏
の
司
会
で
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
は
何
時
も
の
よ
う
に
村
上

・

大
槻
両
氏
が
担
当
。
会
は
詩
吟
に
こ
だ

わ
ら
ず
飲
ん
で
喰
べ
て
楽
し
く
！
と
い

う
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
井
手

・
小

林
の
旧
制
四
高
旧
友
同
志
の
寮
歌
を
皮

切
り
に
、
次
々
と
民
謡
、
端
唄
な
ど
が

飛
出
し
、
会
は

一
気
に
盛
上
り
終
わ
り

そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
渡

邊
氏
の
閉
会
の
辞
、
大
槻
氏
の
手
締
め

で
予
定
ど
お
り
三
時
に
終
了
し
ま
し
た
。

清
澄
庭
園
の
夕
暮
れ
の
澄
ん
だ
暗
さ

も
情
緒
た

っ
ぶ
り
で
、
町
並
み
に
出
る

と
江
戸
情
緒
が
た
だ
よ
い
、
近
ぐ
の
深

【
私
の
心
に
残
る

一
詩
】
そ
の
七

神
田
教
場
長
　
林
　
吾
風

事
に
感
ず
　
　
　
子
　
演

花
開
け
ば
環
れ
に
満

つ

花
議
す
れ
ば
環
還
希
な
り

催
口
業

の
共
有
り

主
人
貧
し
き
も
赤
蜂
ろ

こ
の
詩
の
色
紙
を
、
知
人
か
ら
貰

い
、
偶
々
所
用
の
為
明
治
生
命
本
社

を
訪
ね
た
と
こ
ろ
で
、
日
知
の
飯
田

龍
鷹
、
吉
川
鍾
風
両
氏
と
鉢
合
わ
せ

「
こ
れ
か
ら
詩
吟
の
勉
強
を
す
る
と

こ
ろ
だ
か
ら
、
さ
あ

一
緒
に
参
り
ま

し
ょ
う
」
と
無
理
矢
理
７
階
の
講
堂

に
連
れ
て
ゆ
か
れ
た
。

そ
こ
で
の
飯
田
先
生
の
範
吟
、
平

井
紅
風
、
今
橋
麗
泉

（故
人
）
さ
ん

の
天
女
の
如
き
美
し
い
合
吟
に
魂
を

奪
わ
れ
る
思
い
が
し
、
直
ち
に
入
門
。

更
に
こ
の
詩
の
解
説
を
し
て
頂
き

感
銘
し
た
。

よ
き
吟
縁
記
念
と
な

っ
た
思
い
出

の

一
詩
で
す
。

川
江
戸
資
料
館
に
立
寄

っ
た
り
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

（清
水
教
場
　
小
林
　
柔
泉
）

樹
測
列
謝
嘲
ｄ
硼
劇
嘲
衛
劉

恒
例
の
丸
の
内
第
二

・
東
陽
町
合
同

花
見
吟
行
会
は
、
約
二
十
名
が
地
下
鉄

九
段
下
駅
に
集
合
．
千
島
が
淵

へ
と
向

か
っ
た
が
、
暖
冬
の
影
響
で
桜
は
殆
ど

散
り
、
唯

一
本
戦
没
者
墓
苑
の
近
く
に

八
重
桜
が
色
濃
く
残
っ
て
お
り
、
そ
の

下
で
揃

っ
て
写
真
を

一
枚
。

墓
苑
参
拝
後
、
昭
和
天
皇
御
製
の
歌

を
碑
の
前
で
全
員
で
献
吟
、
更
に

「九

段
の
桜
」
を
献
吟
し
た
。
近
く
に
居
た

老
紳
士
か
ら

「皆
さ
ん
は
陸
軍
で
す
か
、

海
軍
で
す
か
」
の
声
が
か
か
っ
た
。
全

員
そ
の
年
代
に
見
え
た
か
と
妙
に
感
心
。

昇
伝
審
査
が
行
な
わ
れ
る
宮
崎
県
東

京
ビ
ル
が
今
日
の
会
場
、
何
時
も
岩
崎

教
場
長
の
肝
煎
り
だ
。
世
話
役
は
晴
山
、

翠
山
の
太
田
コ
ン
ビ
、
直
行
組
も
加
え

総
勢
四
十
名
、
郷
土
料
理
に
加
え
、
婦

人
部
の
方
々
心
尽
く
し
の
手
作
り
料
理
、

「花
よ
り
団
子
」
と
盛
り
上
が
り
、
早

速
ゲ
ス
ト
参
加
の
方
々
を
皮
切
り
に
全

員
か
持
歌
や
、
当
日
配
布
の

「春
を
詠

う
絶
旬
」
を
楽
し
く
吟
じ
た
。

桜
は
散

っ
て
い
た
が
、
美
味
し
い
料

理
に
旨
い
酒
、
楽
し
い
吟
の
仲
間
と
心

行
く
ま
で
吟
じ
合
え
る
ひ
と
と
き
は
、

心
身
に
活
力
を
与
え
て
く
れ
た
。

ま
さ
に

「春
宵

一
翼
直
千
金
」

（丸
ノ
内
第
二
教
場
　
八
日
　
豊
）
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〔
新

会

員

紹

介

〕

◇

ハ
ザ

マ
教
場

田
中
　
一不
太
郎
氏

（二
月
入
会
）

何
と
い

っ
て
も

《
温
厚
な
人
柄
》

「
田
中
さ
ん
が
怒

っ
た
顔
を
見
た
こ

と
が
無
い
」
と
い
う
の
が
仲
間
の
評

判
。
退
職
後
も
、
各
種
シ
ニ
ア
ス
ク

ー
ル
に
参
加
し
、　
一
所
懸
命
に
励
ま

れ
る
勉
強
家
で
あ
り
、
努
力
家
で
す
。

◇
神
田
教
場

加
藤
　
千
恵
子
さ
ん

（三
月
入
会
）

橋
本
厚
子
さ
ん
の
紹
介
、
同
年
輩

の
友
達
で
、
二
月
よ
り
出
席
。

お
孫
さ
ん
が
二
人
い
る
が
、
ま
だ

現
役
の
お
勤
め
人
。
趣
味
は
絵
画
鑑

賞
、
海
外
も
の
を
中
心
と
し
た
映
画

鑑
賞
だ
そ
う
で
す
。

曲
崎
　
洋
子
さ
ん

（五
月
入
会
）

林
教
場
長
と
は
東
京
三
菱
銀
行
時

代
か
ら
の
知
り
合
い
。
健
康
法
と
し

て
ゴ
ル
フ
、
体
操
な
ど
に
関
心
を
持

っ
て
お
り
、
年
二
国
行
な
わ
れ
る
銀

行
Ｏ
Ｂ
会
の
ゴ
ル
フ
に
も
参
加
。

詩
吟
は
初
め
て
だ
が
、
先
輩
方
が

よ
く
声
が
出
る
と
驚
い
て
い
る
と
か
。

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
技
術
向
上
研
修
会

昨
年
初
め
て
実
施
、
好
評
で
継
続
の

要
望
が
多
か
っ
た
技
術
向
上
研
修
会
を
、

明
治
生
命
本
社
で
次
の
通
り
行
な
い
ま

す
。
誘
い
合
わ
せ
ご
参
加
下
さ
い
。

六
月
廿
八
日

（金
）
十
七
時
～

九
月
廿
七
日

（金
）
　

　

″

十

一
月
廿
九
日

（金
）
　

″

勤
で
熱
心
に
勉
強
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
迄
も

一
緒
に
吟
じ
た
い
と
、

高
橋
耀
泉
さ
ん
が
お
誘
い
し
ま
し
た
。

◆
ヨ
劇
―
剣
劇
測
川

（丸
ノ
内
第
二
）

平
成
十
四
年

一
月
十
五
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
六
十
五
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

◆
対
測
―
引
ヨ
測

（神
田
・
休
会
中
）

平
成
十
四
年
二
月
十
八
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
七
十
五
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
ご
遺
族
の
ご
希
望
に
よ
り
、
西
多

摩
霊
園
の
吟
楽
碑
に
合
祀
さ
れ
ま
す
。

由
緒
あ
る

「湯
島
聖
堂
」
で
三
教
場

開
設
五
周
年
温
習
会
が
開
か
れ
、
大
盛

会
で
し
た
。
全
国
吟
道
大
会
、
自
主
企

画
番
組

「俵
星
玄
蕃
」
林
　
筑
山

・
加

藤
錬
山
氏
の
熱
演
に
拍
手
の
嵐
、
全
国

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
予
選
、
実
力
発

揮
で
大
勢
の
入
賞
９
新
し
い
会
員
さ
ん

も
沢
山
紹
介
で
き
、
筆
も
踊
る
春
。

一
方
お
二
方
の
訃
報
記
事
を
書
く
。

盛
者
必
衰
の
理
と
は
申
せ
、
唯
々
合
掌
。

今
年
の
桜
は
例
年
に
無
く
咲
き
急
ぎ
、

散
り
去
り
ま
し
た
。
　

　

　

（八
田
）

◇
丸
ノ
内
第
二
教
場

（草
加
分
教
場
）

安
斎
　
美
代
子
さ
ん

（二
月
大
会
）

渡
辺
幸
子
さ
ん
の
紹
介
、
カ
ラ
オ

ケ
は
声
量
、
音
感
バ

ッ
チ
リ
の
最
高

点
、
ス
リ
ム
な
身
体
か
ら
良
く
声
が

出
る
と
感
心
ｏ
愛
す
る
ご
主
人
様
は

ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
テ
レ
ビ
、
新
間
に

も
出
た
社
長
さ
ん
で
、
幸
せ
な
ご
家

庭
で
す
。

岡
部
　
玲
子
さ
ん

（二
月
入
会
）

ま
じ
め
で
、
几
帳
面
な
、
安
心
し

て
何
事
も
任
せ
ら
れ
る
方
で
す
。

奇
麗
な
声
と
節
調
の
確
か
さ
は
同

期
入
会
の
中
で
も
、　
一
目
お
か
れ
る

素
質
の
持
ち
主
、
素
敵
な
方
で
す
。

渡
辺
幸
子
さ
ん
の
紹
介
。

名
取
　
エハ
子
さ
ん

（二
月
入
会
）

吟
に
合

っ
た
美
し
い
声
、
読
み
も

良
く
、
何
時
も
先
生
に
誉
め
ら
れ
、

皆
さ
ん
の
目
標
で
す
。
特
技
の
車
の

運
転
で
色
々
と
重
宝
し
て
い
ま
す
。

上
品
で
や
さ
し
く
、
い
や
し
系
の

お
人
柄
で
す
。
渡
辺
幸
子
さ
ん
紹
介
。

二
見
　
久
美
子
さ
ん

（二
月
入
会
）

日
舞
は
花
柳
流
の
名
取
、
茶
道
、

華
道
全
て
先
生
で
す
。
吟
も
堂
々
と

大
き
な
声
で
、
期
待
の
大
型
新
人
で

す
。

「湖
上
に
飲
す
」
の
西
施
の
よ

う
に
、
全
て
相
よ
る
し
…
渡
辺
幸
子

さ
ん
の
紹
介

夏
目
　
あ
や
子
さ
ん

（二
月
入
会
）

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
音
が
心
に
泌
み

岩
崎
先
生
の
フ
ア
ン
と
な

っ
た
の
が

入
会
の
動
機
。
周
囲
を
い
つ
も
楽
し

Ａ
Ｂ
型
、
夏
目
姓
の
有
名
人
と
は
特

に
関
係
は
な
い
そ
う
で
す
。
太
田
翠

山
さ
ん
紹
介
。

◇
東
陽
町
教
場

星
　
　
隆
氏

（四
月
入
会
）

東
陽
町
期
待
の
大
型
新
人
。
入
会

初
日
難
し
い
藤
村
作
の
新
体
詩

「春
」

を
堂
々
と
独
吟
、
皆
か
ら
追
越
し
禁

上
の
ブ
！
イ
ン
グ
。
豪
快
な
笑
い
声
、

そ
し
て
酒
豪
は
さ
す
が
幼
年
学
校
出

身
。
奥
さ
ん
に
先
立
た
れ
な
が
ら
、

目
下
外
国

へ
の
船
旅
に

ハ
マ
リ
、
気

楽
な
生
活
を
楽
し
む
独
身
貴
族
。

明
治
生
命
Ｏ
Ｂ
。
七
二
歳

◇
丸
ノ
内
女
子
教
場

州
戸
　
和
子
さ
ん

（五
月
入
会
）

ご
主
人
が
明
治
生
命
の
退
職
者
、

菅
原
教
場
長
の
近
所
に
転
居
を
契
機

に
勧
め
ら
れ
入
会
。
全
国
吟
道
大
会

を
と
て
も
楽
し
く
聞
か
れ
た
と
、
し

っ
か
り
詩
吟
に
は
ま

っ
た
様
で
す
。

期
待
の
有
望
な
新
人
　
他
に
趣
味

は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
か
。

◇
丸
ノ
内
第

一
教
場

橋
本
　
静
江
さ
ん

（五
月
入
会
）

神
田
神
保
町
生
ま
れ
チ
ャ
キ
チ
ャ

キ
の
江
戸

っ
子
、
稲
垣
藤
山
さ
ん
の

小
学
校
同
窓
で
旅
行
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、

何
事
も
テ
キ
パ
キ
と
行
動
処
理
す
る

方
、
秘
め
た
力
を
充
分
発
揮
す
る
の

で
は
と
楽
し
み
で
す
。

守
谷
屋
サ
チ
子
さ
ん

（五
月
入
会
）

詩
吟
を
聞
く
の
も
初
め
て
、
カ
ラ

オ
ケ
も
二
回
し
か
行

っ
た
こ
と
が
な

く
さ
せ
る
ム
ノ‐
ド
メ
ー
カ
ー
で
す
。

い
方
を
見
学
に
お
誘
い
し
た
処
、
皆
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